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平沢町内会のみなさんによる引万灯

ボクも太鼓がたたけるよ 露店もまつりの雰囲気を盛り上げます

小小小小
千千千千
谷谷谷谷
がががが
好好好好
きききき

お
ぢ
や
ま
つ
り

お
ぢ
や
ま
つ
り
が
８
月
24
日
貊
か
ら
26
日
豸
ま
で
行
わ
れ
、
恒
例
の
か
ら
く
り
万

灯
や
世
界
一
の
万
灯
み
こ
し
が
登
場
し
た
ほ
か
、
25
日
貍
の
花
火
大
会
で
は
復
興
成

就
を
祈
願
し
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
災
者
に
エ
ー
ル
を
送
る
「
お
ぢ
ゃ
れ
夢
花

火
」
な
ど
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
つ
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

豪壮　夢人会の市民みこし
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平成町内会のお囃子の車には子どもたちも参加元気に踊る市民総参加盆踊り

2尺玉10発が打ち上げられた
おぢゃれ夢花火

華麗　四社会の万灯みこし ナイヤガラ瀑布とスターマイン
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マイメロとクロミ
（旭町町内会）

機関車トーマス
（上ノ山町内会）

おでんくん
（越後おぢや農業協同組合）

トキめき新潟国体トッキッキ
（勤労青少年ホーム）

おい！鬼太郎
（小千谷鉄工電子協同組合）

ポッチャマ
（船岡町内会）

ぜんまいざむらい
（元中子町内会）

リロアンドスティッチ
（小千谷市職員互助会）

「よさこい演舞」おぢやまつり東広場
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ペ・ヤング
（東山志天会）

スポンジ・ボブ
（千谷川町内会）

ハンカチ王子　
（東栄町内会）

歌舞伎より「暫」
（城内町内会・引万灯）

川中島の合戦
（本町町内会・引万灯）

ミニミニ万灯隊「バカ殿」
（上片貝町内会）

こいこい万灯
（小千谷青年会議所・引万灯）

火焔太鼓
（千谷町内会・引万灯）

平沢こいこい万灯
（平沢町内会）

四社会
（万灯みこし）

平成ドラゴン　
（平成町内会・引万灯）

夢人会
（万灯みこし）
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９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

検検
診診
でで
早早
期期
のの
発発
見見
・・
禁禁
煙煙
でで
肺肺
がが
んん
予予
防防

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。
今
回
は
、
肺
が
ん
予
防
に
つ
い
て
、
厚
生
連
魚
沼
病
院
副
院
長

の
丸
山
倫
夫
医
師
と
、
禁
煙
に
成
功
し
た
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検検
診診
でで
肺肺
がが
んん
のの
早早
期期
発発
見見

小
千
谷
市
の
死
亡
原
因
の
第
1
位
は
が
ん
で
す
。
毎
年
１
０
０
人
前
後
の
方
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
部
位
別
で
み
る
と
、
平
成
12
年
か
ら
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
が
胃
が
ん
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
と

な
り
ま
し
た
。(

上
図
１)

■■
年年
11
回回
のの
胸胸
部部
レレ
ンン
トト
ゲゲ
ンン
検検
査査
でで
肺肺
がが
んん
のの
早早
期期
発発
見見
をを

小
千
谷
市
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
未

受
診
の
方
で
検
診
を
希
望
す
る
方
は
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
未
受
診
者
の
検
査

を
11
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■■
タタ
ババ
ココ
をを
たた
くく
ささ
んん
吸吸
うう
方方
はは
痰痰た

ん

のの
検検
査査
をを

タ
バ
コ
を
吸
う
方
に
で
き
や
す
い
肺
の
気
管
支
の
が
ん
は
、
痰
の
検
査
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
受
付
を
し
て
、
後
日
、
容
器
に
痰
を
取
り
提
出
し
て
も
ら
う

検
査
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
蕋
83
・
３
６
４
０

子子
どど
もも
にに
無無
煙煙
環環
境境
をを

成
長
途
中
の
子
ど
も
が
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
環
境
で
育
つ
と
、
気
管
支
炎
や
喘
息
な
ど
の
病
気

に
な
り
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
身
長
や
体
重
、
そ
し
て
知
能
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
前
で
は
吸
わ
な
い
、
そ
の
姿
を
見
せ
な
い
こ
と
で
将
来
の
喫
煙
開
始
を
未
然
に
防
ぎ

ま
す
。

図図
１１
　　
小小
千千
谷谷
市市
のの
がが
んん
死死
亡亡
のの
状状
況況
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●
タタ
ババ
ココ
はは
万万
病病
のの
もも
とと

新
潟
県
は
全
国
平
均
を
上
回

る
ス
ピ
ー
ド
で
超
高
齢
化
の
波

が
押
し
寄
せ
、
病
気
に
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
く
、
予
防
が
何
よ

り
大
切
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

が
ん
だ
け
で
は
な
く
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
を
は
じ
め
、
数
々
の

病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
タ

バ
コ
関
連
死
は
、
日
本
で
は
実

に
、
年
間
10
万
人
以
上
で
す
。

●
タタ
ババ
ココ
はは
手手
強強
いい

平
成
15
年
の
健
康
増
進
法
の

施
行
に
よ
り
、
公
共
施
設
や
医

療
機
関
な
ど
の
施
設
内
禁
煙
や

敷
地
内
禁
煙
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
で
も
、
現
実
は
厳
し
く
、

「
た
か
が
タ
バ
コ
、
さ
れ
ど
タ
バ

コ
…
」
で
す
。
や
め
ら
れ
な
い

理
由
は
２
つ
、
１
つ
は
タ
バ
コ

に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
依
存

性
が
あ
っ
て
、
血
液
中
の
濃
度

が
下
が
る
と
ま
た
欲
し
く
な
る

と
い
う
中
毒
物
質
で
あ
る
こ
と
。

も
う
１
つ
は
、
１
本
抜
き
出
し

て
火
を
つ
け
て
吸
い
込
む
と
い

う
一
連
の
動
作
が
無
意
識
の
う

ち
に
、
癖
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

●
禁禁
煙煙
成成
功功
のの
ココ
ツツ

外
来
で
禁
煙
希
望
の
あ
る
方

に
は
、
禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
た

理
由
、
喫
煙
ス
タ
イ
ル
、
職
場

や
家
族
の
状
況
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。「
自
分
が
ど
う
い
う
状

況
で
一
服
つ
け
て
い
る
か
?
」

こ
の
パ
タ
ー
ン
が
わ
か
れ
ば
、

そ
の
リ
ズ
ム
を
崩
す
こ
と
、
そ

う
し
た
状
況
に
近
づ
か
な
い
こ

と
が
禁
煙
の
第
一
歩
で
す
。
ま

た
、
精
神
的
、
肉
体
的
に
余
裕

が
あ
り
、
じ
っ
く
り
禁
煙
に
取

り
組
め
る
時
期
を
見
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
ニ
コ
チ
ン
を
含
ん
だ

禁
煙
補
助
剤
の
利
用
は
、
禁
煙

直
後
の
イ
ラ
イ
ラ
感
を
和
ら
げ

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
禁
煙
を
開
始

す
る
の
に
極
め
て
有
効
で
す
。

た
だ
し
、
決
し
て
特
効
薬
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
禁
煙
達
成
ま
で

は
、
何
度
も
道
草(

再
喫
煙)

し
ま

す
か
ら
、
根
気
よ
く
禁
煙
を
試

み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
、
死
ぬ

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
間
に
あ

る
人
生
は
、
ど
ん
な
人
に
で
も

1
回
ず
つ
あ
る
平
等
な
こ
と
で

す
。
で
も
、
そ
の
人
生
の
間
に

ど
れ
だ
け
素
敵
な
出
会
い
が
あ

っ
た
か
、
ど
れ
だ
け
病
気
を
し

た
か
な
ど
に
不
平
等
が
あ
り
ま

す
。
タ
バ
コ
が
原
因
で
起
こ
る

病
気
は
「
長
く
、
難
儀
い
、
病

気
ば
か
り
」
で
す
。
出
来
る
こ

と
な
ら
、
苦
し
い
病
気
に
な
ら

ず
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

禁禁
煙煙
はは
、、
豊豊
かか
でで
健健
やや
かか
なな
老老
後後
をを
送送
るる
たた
めめ
のの
「「
転転
ばば
ぬぬ
先先
のの
杖杖
」」

厚
生
連
魚
沼
病
院
　
副
院
長

丸丸
山山
倫倫
夫夫
医医
師師

５
年
前
、
仕
事
で
よ
そ
の
家

に
訪
問
し
て
も
灰
皿
が
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
な
い
こ
と
や
、
禁
煙

し
た
と
い
う
家
が
多
く
な
っ
た

こ
と
、
自
分
で
も
気
が
つ
く
と

タ
バ
コ
が
１
箱
か
ら
２
箱
に
増

え
、
や
め
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
飼
っ
て
い
る
猫

が
入
院
し
て
、
治
療
費
が
予
想

以
上
に
か
か
る
よ
う
に
な
り
、

や
め
る
な
ら
こ
の
時
だ
と
思
い
、

禁
煙
を
決
意
し
ま
し
た
。

そ
の
年
、
市
の
禁
煙
教
室
が

あ
り
、
妻
に
勧
め
ら
れ
て
参
加

し
た
日
、
雪
の
中
に
タ
バ
コ
と

ラ
イ
タ
ー
を
ほ
う
り
投
げ
、
禁

煙
を
開
始
し
ま
し
た
。
タ
バ
コ

を
や
め
て
２
日
間
は
、
本
当
に

苦
し
み
ま
し
た
。
今
で
も
タ
バ

コ
の
煙
は
お
い
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
い
つ
再
開
し
て
し
ま
う

か
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
周
り

の
仲
間
も
禁
煙
す
る
人
が
増
え
、

続
け
る
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
を
や
め
て
体
調
が
良

く
な
り
、
ご
飯
が
お
い
し
く
な

り
ま
し
た
。
禁
煙
を
応
援
し
て

く
れ
た
妻
も
喜
ん
で
く
れ
、
禁

煙
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

禁禁
煙煙
成成
功功
者者
のの
声声

渡渡
辺辺
晃晃
男男
ささ
んん
（
真
人)

禁禁
煙煙
外外
来来
のの
紹紹
介介

平
成
18
年
４
月
か
ら
禁
煙
治

療
が
保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た
。

タ
バ
コ
を
や
め
た
い
け
れ
ど
な

か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う

方
は
、
禁
煙
外
来
へ
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
禁
煙
外
来
を
実
施
し
て
い
る
市
内
医
療
機
関

池
田
内
科
医
院
　
　
　

蕋
82
・
６
５
６
８

北
村
医
院
　

蕋
82
・
７
２
１
２

厚
生
連
魚
沼
病
院
　

蕋
83
・
２
８
７
０

山
下
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
蕋
83
・
１
７
７
１



平和記念資料館
を見て

片貝中学校　　

高橋志穂さん
私たちは被爆体験者で

ある池田さんと広島市内
にある平和記念資料館に
行きました。資料館には、
とてもたくさんの写真や

原爆の被害の大きさを物語る資料が置かれてい
ました。
そこで、池田さんの話しを聞きながら平和記

念資料館を見学して改めて大切だと思ったこと
があります。それは、戦争や争いごとなどで良
いものはひとつも無いということです。私は、
これからの未来、少しでも争いがなくなり、世
界中のみんなが平和に生きていけることを願っ
ています。
昔、初めて原爆が落とされた広島は、今は復

興してとても平和で明るい都市だと思いまし
た。過去に原爆が落とされたのは変えることの
できない事実ですが、これからの未来は変えて
いけます。これからの未来、もう二度と原爆が
落とされてはならないと強く思いました。

平和記念公園

に行って
千田中学校　　

小川拓也さん
平和記念公園に

は、原爆ドーム、
原爆の子の像や平
和記念資料館など
があり、原爆の子

の像のある場所で各学校から持ってき
た千羽鶴を奉納してきました。
平和記念資料館では、実際に原爆で

被爆された池田精子さんから、館内を
案内していただきました。
池田さんの話しを聞きながら館内を

回っていると原爆が落下された時間に
止まった時計や一面焼け野原になった
広島の町の写真など、目を覆いたくな
るようなものがたくさんありました。
その中で、池田さんのお話しを聞い

ていると二度と原爆を使った戦争を起
こしてはいけないと改めて強く思いま
した。

広
島
体
験
記
　
〜〜
中中
学学
生生
非非
核核
平平
和和
推推
進進
研研
修修
報報
告告
〜〜

世
界
で
初
め
て
広
島
の
ま
ち
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、
62
年
も
の
時
間

と
き

が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
も
後
遺
症
に
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
、
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
と
努
力
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
小
千
谷
市
で
は
、
平
成
4
年
に
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
い
、
広
島
平
和
記
念
式
典
に
中
学
生
の
代
表
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

被
爆
者
の
方
と
机
を
囲
み
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
見
て
き
た
中
学
生
た
ち
の
体
験
記
を
紹
介
し
ま
す
。
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被爆体験を聞いて
南中学校　　

福原千鶴さん
私は被爆者の方のとなりに座

り、被爆体験のお話しを聞きまし
た。学校に被爆者の方が来て全校
で聞くのとは感覚的に全然違い、
原爆の落とされた広島で実際に原
爆の被害にあった人がすぐとなり
にいるということだけで、とても

怖くなりました。被爆者の松本さんのお話は聞いてい
るのがつらくなるくらい生々しいものでした。ちょう
どグランドに並ぼうとした所で被爆され、爆風と熱の
せいで頭にガラスがたくさん刺さったり、背中の皮膚
がむけたりして、さらに原爆は松本さんの大切な家族
までうばってしまったそうです。私はお話を聞き終わ
った時、とてもやり切れない気持ちになりました。原
爆は一瞬にして多くの人の健康、未来、命、そして家
族まで奪ってしまったのです。
私は、原爆はもう使って欲しくないと思いました。

この思いと今回の研修で実際に学んだことを胸に、平
和を訴えていきたいです。

広島研修を終えて
東小千谷中学校　　

川端駿太さん
僕は今回広島に行くまで知らな

かったことや、学んだことがたく
さんありました。被爆者である松
本登美子さんの話は、被爆者の松
本さんにしかわからない、原爆が
落とされたときの街の様子、生き
残った人の苦労などを詳しく話し

てくださいました。そして、平和記念公園、平和記念
資料館、原爆ドームなどの原爆に関する建物や場所を
訪れ、写真で見るのと実際見るのとでは迫力が全然違
い、原爆のすさまじさを改めて感じました。そして広
島平和記念式典では、市長や小学生代表による平和宣
言を聞き、戦争や核兵器があってはいけないと思いました。
日本には核兵器がないので「平和」と言えるかもし

れませんが、世界にはたくさんの核兵器が存在してい
るので本当の意味での「平和」とは言えないと思いま
す。僕は世界を「平和」にするために、核兵器や戦争
がなくならなければならないと思います。そしてこれ
以上、原爆のような兵器で人の命を奪ってはいけない
と思いました。

平和記念式典に参加して
小千谷中学校　　

内山優さん
コーンという悲しくなるような

温まるような鐘の音と共に始まっ
た式典は、原爆死没者への慰霊と
平和への祈念を同時に行うもの
で、慰霊碑の前の会場には世界各
国からたくさんの人たちが集まり
ました。

約25万人もの原爆死没者名簿の奉納が行われ、そし
て、原爆投下の8時15分には黙とうが行われました。
広島市長の平和宣言は、聞いていて改めて原爆のひど
さ、平和の大切さが分かりました。小学生による平和へ
の誓いでは、憎しみと悲しみの連鎖と言う部分にとても
共感できました。最後にひろしま平和の歌という歌を
会場全体で合唱し、会場との一体感、そして、この場
でこの歌が歌えたことに感動しました。
式が終わってからは個人で献花もできて、たくさん

の花の中に自分の花も入れることができました。この
原爆の日に式典に行き、会場の空気や音や物を生で見
たり聞いたりすることを体験ができてとてもうれしか
ったです。

友
人
の
遺
志
を
継
ぎ
、
悲
し
い
記
憶
を
思
い

出
し
な
が
ら
被
爆
体
験
を
語
る
松
本
さ
ん

平
和
を
祈
る
千
羽
鶴
は
日
本
中
か
ら
集
ま

り
ま
し
た
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11001100月月月月1111日日ススタターートト日日ススタターートト

緊
急
地
震
速
報
と
は

地
震
の
発
生
直
後
に
、
震
源

近
く
で
地
震
（
P
波
、
初
動
微

動
）
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
位
置
、

規
模
、
想
定
さ
れ
る
揺
れ
の
強

さ
を
自
動
計
算
。
地
震
に
よ
る

強
い
揺
れ
（
S
波
、
主
要
動
）

が
始
ま
る
数
秒
〜
数
十
秒
前
に
、

素
早
く
お
知
ら
せ
す
る
新
し
い

情
報
で
す
。
た
だ
し
、
震
源
に

近
い
場
所
で
は
、
緊
急
地
震
速

報
が
強
い
揺
れ
に
間
に
合
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
の
受
け
方

震
度
５
弱
以
上
が
推
定
さ
れ

る
場
合
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
速
報
が
受
け
ら
れ
る

予
定
で
す
。

N
H
K
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
は
10
月
１
日
豺
か
ら
緊
急
地

震
速
報
を
放
送
す
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
提
供
会
社
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

回
線
な
ど
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ

ン
や
専
用
端
末
に
伝
達
す
る
サ

ー
ビ
ス
や
、
揺
れ
の
大
き
い
エ

リ
ア
に
い
る
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ

ー
に
一
斉
同
報
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
会
社
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
緊
急
地
震
速
報
利
用

者
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.eew

rk.org/)

で
も
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
を
受
け
た
ら

緊
急
地
震
速
報
を
有
効
に
活

用
し
、
地
震
が
発
生
し
て
か
ら

大
き
な
揺
れ
が
到
達
す
る
ま
で

の
ご
く
短
い
猶
予
時
間
に
、
身

の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か

を
気
象
庁
が
示
し
た
「
緊
急
地

震
速
報
の
利
用
の
心
得
」
を
理

解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽▽
家家
庭庭
でで
はは
……

・
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具

か
ら
離
れ
、
丈
夫
な
机
の
下
な

ど
に
隠
れ
る
。

・
あ
わ
て
て
家
の
外
に
飛
び
出

さ
な
い
。

・
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合

は
火
の
始
末
を
す
る
。

・
扉
を
開
け
て
避
難
路
を
確
保

す
る
。

▽▽
屋屋
外外
でで
はは
……

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
な
ど
に

注
意
し
、
看
板
・
割
れ
た
ガ
ラ

ス
の
落
下
な
ど
に
注
意
す
る
。

・
山
や
が
け
の
付
近
で
は
、
落

石
や
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る
。

▽▽
不不
特特
定定
多多
数数
のの
人人
がが
出出
入入
りり

すす
るる
施施
設設
でで
はは
……

・
施
設
の
従
業
員
な
ど
の
指
示

に
従
う
。

・
あ
わ
て
て
出
口
・
階
段
な
ど

に
殺
到
し
な
い
。

▽▽
乗乗
物物
でで
移移
動動
中中
のの
とと
きき
はは
……

・
自
動
車
運
転
中
は
、
あ
わ
て

て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ず
に
、

ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ

て
か
ら
、
緩
や
か
に
速
度
を
落

と
す
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、
最
寄

り
の
階
で
停
止
さ
せ
す
ぐ
に
降

り
る
。

※
「
緊
急
地
震
速
報
」
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jm

a.go.
jp/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
防
災

係
　
蕋
83
・
３
５
０
６

緊急地震速報「利用の心得得」」

周周周周囲囲囲囲のののの状状状状況況況況にににに応応応応じじじじてててて、、、、

ああああわわわわててててずずずずにににに、、、、

ままままずずずず身身身身のののの安安安安全全全全をををを確確確確保保保保すすすするるるる

気
象
庁
で
は
、
10
月
１
日
豺
か
ら
最
大
震
度
５
弱
以
上
と
推
定
し
た
地
震
の
際
に
、
大
き
な
揺

れ
（
震
度
４
以
上
）
が
起
き
る
地
域
を
揺
れ
が
到
達
す
る
前
に
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
お
知
ら

せ
す
る
「
緊
急
地
震
速
報
」
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

地地
震震
にに
よよ
るる
大大
きき
なな
揺揺
れれ
をを
事事
前前
にに
おお
知知
らら
せせ

『『
緊緊
急急
地地
震震
速速
報報
』』
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真
夏
に
雪
を
楽
し
も
う

利利利利
雪雪雪雪
・・・・
遊遊遊遊
雪雪雪雪
・・・・
克克克克
雪雪雪雪
フフフフ
ェェェェ
アアアア
開開開開
催催催催

第
23
回
利
雪
・
遊
雪
・
克
雪
フ
ェ
ア
が
８
月
25
日
貍
サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
気
の
恒
例
「
雪
山
た
か
ら
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
会
場
に
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
雪
山
ほ
の
ぼ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
雪
上
丸
太
切
り
大

会
、
雪
上
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
は
利
雪
・
克
雪
に
関
連
し
た
団
体
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
新
潟
大
学
災
害

復
興
科
学
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
お
も
し
ろ
科
学
教
室
」
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

大人気のリフト車試乗体験小千谷・東小千谷中学校吹奏楽部の合同演奏

地震が起きたときの被害を再現する
模型には多くの人が驚いていました

「おかあさんの○○！」といったビッ
クリ発言も多かった大声コンテスト

11 市報おぢや9月号

「雪山たからさがしゲーム」にはたく
さんの子どもたちが参加しました
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かまくらＹＭＣAと交流キャンプ
中越大震災時にボランティアにきていただいた縁で

始まったこの交流キャンプは今年で3回目を迎えまし
た。今年は学童保育「さくらキッズ」の児童24人が
参加し、「かまくらＹＭＣA」からも4人の児童が参加
しました。8月18日貍から2泊3日の日程で、市民の家
を中心に活動が行われました。
参加した子どもたちは田んぼでの泥んこドッジボー

ルや運動会、ゲームなどを通して「かまくらＹＭＣA」
の参加者やリーダーたちと交流を深めていました。

木陰で本に親しもう～緑陰移動図書館
子どもたちに本に親しんでもらうための緑陰移動図

書館が、今年の夏も市内9か所で行われました。
8月9日貅は、片貝忍字亭の庭の木陰で開催され、ボ

ランティアのみなさんによる紙芝居やパネルシアター
に保育園児や集まった子どもたちは大喜びでした。
この後、絵本などの貸し出しが行われ、子どもたち

は、たくさんの本を前にどれを借りようか迷っていま
した。

越後片貝花火甚句・越後片貝花火ソーラン
～お披露目発表会

8月11日貍、片貝総合センターで「越後片貝花火甚
句」と「越後片貝花火ソーラン」のお披露目発表会が
行われました。片貝町煙火協会会長の神林さんは「片
貝まつりの屋台を平成16年に復元した。これに続き何
か伝統になる華やかで、まつりをもっと盛りあげられ
るものをという前会長の発案で始まった。ご当地ソン
グとして次の世代にも伝えたい」と話していました。

12

伝統太々神楽奉納の舞
8月15日貉、16日貅の両日、魚沼神社（土川）の神

楽殿で伝統の太々神楽が舞われました。
一時途絶えたこの神楽も昭和52年に復活し、魚沼神

社太々神楽保存会のみなさんにより受け継がれていま
す。今年も約1か月前から町内の小中学生、高校生や
専門学校生などを中心に稽古を積み、この日を迎えま
した。
出演者は猛暑の中、伝統の衣装を身につけ、観客か

ら拍手喝采を浴びていました。

まちの話題 RRUUPPOO && NNEEWWSS



池津でジャンボカボチャ大会
8月26日豸、今回で17回目となる池津ジャンボカボ

チャ大会が開かれました。
出品されたカボチャの総数は160個、出品総重量

5,892kgにものぼりました。中には三条市の小学生が
毎年出品しているカボチャもありました。
会場では重量賞や美形賞、変形賞などの審査が行わ

れ、総合優勝には堀井富士美さんが出品した101kgの
カボチャが選ばれました。
カボチャは9月1日貍まで展示されました。

小千谷ジュニア親善陸上競技大会
8月19日豸、白山運動公園陸上競技場で第25回小千

谷ジュニア親善陸上競技大会が開催されました。
大会には、小学校5年生以上と中学生が参加し、市

内外から32団体548人が集まりました。
選手たちは、保護者やチームメートの声援を受けて、

夏の暑い日射しのもとで、短・長距離走や跳躍、投て
きなど36種目の競技で熱戦をくりひろげていました。
今回の大会では、小千谷勢は15種目で1位となりま

した。

13 市報おぢや9月号

若栃秋まつり2007～山の音楽会と花火大会
9月1日貍若栃町内で、「若栃秋まつり2007」が行

われました。第1部「山の音楽会」では、地元の芸能
会と子どもたちによる民謡や、津軽三味線、インド舞
踊、ファイアーパフォーマンスなどが幻想的に特設ス
テージで繰りひろげられました。
第2部の「震災復興大花火大会」では、天神ばやし

を唄いながらの花火の筒引きに続いて、地区のみなさ
んなどが奉納した125発の花火が打ち上げられまし
た。目の前で花開く花火の迫力に大勢の観客から歓声
があがりました。

拍手と歓声につつまれたファイアーパフォーマンス

真人遊舞会によるよさこい

まちの話題 RRUUPPOO && NNEEWWSS
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平
成
20
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
」
っ
て
？
　
②

「
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
保
険
制
度
が
、
来
年
4
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
Ｑ
＆
Ａ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
制
度
の
運
営
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ＱＱ
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
は
？

ＡＡ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
を
行
う
た
め
に
、
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

▽
「
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
に
は
、
県
内
の
す
べ
て
の

市
町
村
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

▽
県
内
の
市
町
村
が
協
力
・
連
携
し
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
制
度
を
県

単
位
に
広
域
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
安

定
的
、
効
率
的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

ＱＱ

広
域
連
合
と
市
町
村
の
役
割
は
？

ＡＡ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
、
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な

り
、
市
町
村
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
広
域
連
合
の
役
割
／

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
制
度
を

運
営
す
る
保
険
者
と
な

り
、
保
険
料
の
賦
課
や

医
療
を
受
け
た
時
の
給

付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
市
町
村
の
役
割
／
住

民
の
利
便
性
確
保
の
た

め
、
各
種
申
請
や
届
出

の
受
付
、
保
険
料
の
徴

収
、
保
険
証
の
引
渡
し

な
ど
の
窓
口
業
務
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

市
民
生
活
課
保
険
年
金

係
蕋
83
・
３
５
０
９

後期高齢者医療
制度相関図

今
年
も
咲
き
ま
し
た
ひ
ま
わ
り
畑

山
本
山
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
ま
し
た
。

今
年
も
東
小
千
谷
小
学
校
３
学
年
の
児
童
や
保
護
者
約
１
０

０
人
が
６
月
16
日
貍
、
畑
の
一
角
お
よ
そ
７
・
５
ア
ー
ル
に
約

５
万
本
分
の
種
を
ま
き
、
元
気
に
咲
き
ほ
こ
り
ま
し
た
。
ひ
ま

わ
り
は
８
月
中
旬
過
ぎ
に
見
ご
ろ
を
迎
え
、
訪
れ
た
人
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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えのきだけのオクラ和え
■材料（4人分）

えのきだけ120ｇ、オクラ8本、しょうゆ小さじ2、けずり
節少々

■作り方
①えのきだけは石づきを取ってさっとゆで、1ｃｍ長さに

切る。
②オクラもさっとゆで、輪切りにする。
③①と②を合わせて器に盛り、しょうゆとけずり節をか

ける。

■栄養価（1人分）
エネルギー19kcal、たんぱく質2.2ｇ、脂質0.1ｇ、塩分0.4ｇ

（ 調理：小千谷市食生活改善推進委員）

作ってね！　この料理

先
日
、
ク
リ
ー
ン
ス
ポ
ッ
ト
大
原
を
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
不
燃
ご
み
の
処
理

場
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
類
、
ガ

ラ
ス
類
な
ど
の
ゴ
ミ
処
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
旦
捨
て
ら
れ
た
金
属
、
ガ
ラ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
分
別
し
、
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
た
め
の
作
業
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

訪
れ
た
時
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
処
理

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
に
乗
っ
て
、
絶
え
間
な
く
流
れ
て
来

る
廃
棄
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
目
で
追
い
な
が

ら
、
キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ま
ま
の
も
の
が

あ
れ
ば
取
り
外
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外

の
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
れ
ば
取
り
除
く
な

ど
、
作
業
員
の
方
が
素
早
く
処
理
を
し
て

い
ま
し
た
。
見
て
い
て
も
大
変
き
つ
い
仕

事
で
し
た
。
こ
う
し
て
処
理
さ
れ
た
も
の

は
再
利
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
り
、
埋
め

立
て
ゴ
ミ
の
減
量
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
の
破
片
が
混
ざ
っ
て
い
て
厚
い

ゴ
ム
製
の
手
袋
を
突
き
破
っ
た
り
、
危
険

な
薬
品
が
残
っ
た
ま
ま
の
物
が
紛
れ
込
ん

で
い
た
り
、
た
い
へ
ん
危
険
を
伴
う
作
業

だ
と
の
説
明
で
し
た
。
私
達
が
何
気
な
く

出
し
て
い
る
ゴ
ミ
が
、
実
は
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
た
い
へ
ん
な
苦
労
の
下
に
、
処
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
良
く
知
る
べ
き
で
し

ょ
う
。

腐
食
性
の
薬
品
が
こ
ぼ
れ
て
機
械
を
壊

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

う
な
る
と
機
械
の
寿
命
が
短
く
な
り
、
修

理
や
交
換
に
時
に
は
何
百
万
円
と
言
う
よ

う
な
大
変
な
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
費
用
は
誰
が
出
し
て
く
れ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
を
通
し
て
結
局
全

市
民
の
負
担
と
な
る
の
で
す
。「
分
別
は
面

倒
だ
」
と
言
う
た
っ
た
一
人
の
い
い
加
減

な
気
持
ち
が
、
実
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
損
失
を
与
え
て

い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
谷
井
靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
　
市
長
で
す
（6）

年間150トンものペットボトルを選別作業
しています（クリーンスポット大原にて）
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時水、藪川、両新田、若葉
2・3丁目

■対象／40歳以上の方
■料金／1,000円（70歳以上の方は無料）
■大腸がん検診を希望する方は、胃検診会場でお申込
ください。容器を配布します。

乳幼児健診、予防接種の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
■番号札配布開始時間　午前中に開催の場合＝午前8時30分～、午後に開催の場合＝正午～

４か月児健康診査

■日時／10月3日貉午後1時～1時
10分受付

■対象／平成19年5月生まれ
■持ち物／バスタオル､ 母子健康手
帳、替え用のオムツ

■その他／離乳食講習会を同時実施

10か月児健康診査

■日時／10月4日貅午後1時～1時10分受付
■対象／平成18年11月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、替え用のオムツ
■その他／離乳食後期の講習会を同時実施

１歳６か月児健康診査

■日時／10月25日貅午後1時～1時20分受付
■対象／平成18月3月生まれ
■持ち物／母子健康手帳　
■その他／歯科検診を同時に行いますので、歯をみ
がいて来てください。

２歳児歯科検診

■日時／10月26日貊午前9時～9時
10分受付

■対象／平成17年9月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、お子さん
のハブラシ

■その他／幼児食講習会と歯科衛生士によるブラッシ
ング指導があります。歯をみがいて来てください。

３歳児健康診査

■日時／10月31日貉午後１時～１時20分受付
■対象／平成16年9月生まれ
■持ち物／目と耳のアンケート、生活習慣アンケー
ト、採尿した容器、母子健康手帳

■その他／歯科検診も同時に行います。歯をみがい
て来てください。

乳幼児の健康診査乳幼児の健康診査
会場は健康センターです

＊発熱など、普段と違う症状のあるお子さんは、
翌月の健診日においでください。

うぶごえ教室
■日時／10月18日貅午前9時～正午
■対象／妊婦、1歳未満の子どもの母親など
■会場／健康センター
■内容／母乳育児と妊娠中・産後の過ごし方などにつ
いて、料理実習、会食交流会

■持ち物／母子健康手帳、エプロン、三角布、お子さん
の離乳食
■無料
■申込／10月15日豺まで。 お子さん、ご夫婦一緒でも
参加できます。

献血バスゆうあい号
みなさんのご協力をお願いします。

全血献血
■期日／10月7日豸
▽時間・会場／午前10時～午後3時30分、
健康福祉まつり会場（総合体育館）

■期日／10月25日貅
▽時間・会場／午前9時30分～午後3時
30分、エヌエスアドバンテック㈱

教室・相談・乳幼児健康診査　　Information

心の健康相談
心が沈みがち、元気が出ない 、眠れない、アルコー

ル依存､家庭内暴力などでお困りの方の相談を精神科医
師がお受けします。
■日時／10月12日貊午後1時30分～3時
■会場／健康センター
■申込締切／10月11日貅
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10月の予定

各種検診のご案内
指定された日時、会場で受診できない方は、都合の
よい会場で受けることができますので、健康センター
までご連絡ください。
また、受診通知書が届いていない方で、受診を希望
する方は、健康センターにご連絡ください。

総合健診日程表

8:00～10:30

10.10貉

対象町内 月日 受付時間 会　　場

東小千谷体育センター
東小千谷、横渡、東
山地区

総 合 体 育 館

全町内（東小千谷、
横渡、東山地区を除
く）

10.11貅
10.12貊

10.19貊

10.15豺
10.16貂
10.17貉
10.18貅

総合健診
「忙しくて休めない。でも、体は気になる…」
こんな方に、午前中で受けられる総合健診をお勧

めします。
■検診項目／
◇胸部レントゲン検査
◇基本健康診査　
◇胃検診
◇大腸がん検診
※原則として4つの検診をすべ
て受けていただきます。

■対象年齢／40～69歳
■料金／1,700円
■申し込み／2月の住民健診調査時に申込まれた方に
は、後日、個人通知いたします。申込みをしていな
い方で健診を希望される方は、健康センターまでご
連絡ください。

子宮頚がん検診・乳がん検診日程表
（40歳以上同時実施、20～38歳子宮がん検診のみ実施）

受付時間 会　場月　日
13:00～13:10
14:00～14:10
※子宮がんのみ受診される
方は、14:00～14:10受付

小千谷総合病院
10. 1豺
10.15豺
10.22豺
10.29豺

魚 沼 病 院

10. 1豺
10. 5貊
10.12貊
10.15豺
10.19貊
10.22豺
10.26貊
10.29豺

12:30～12:50
※子宮がんのみ受診される方
は、14:30～14:45受付

1年おきの検診となります。対象年齢の年度に、
忘れずに受診してください。
必ず個人通知が届いてから受診してください。
指定された日がご都合の悪い場合は、申し込んだ

医療機関の検診日程の中で、受診日を変更して受診
してください。
子宮頚がん検診
■対象／20歳以上の女性で、平成19年度末までに
偶数年齢になる方(隔年検診) 

■料金／1,000円、70歳以上無料

乳がん検診(マンモグラフィ・視触診併用検診)
■対象／40歳以上の女性で、平成19
年度末までに偶数年齢になる方(隔
年検診) 

■料金／▽40～48歳1,400円 (Ｘ線写真
を4枚撮影) ▽50～68歳1,000円(Ｘ線
写真を2枚撮影)▽70歳以上無料
●対象年齢で申込みをされていなく
て、検診を希望される方は、健康
センターへご連絡ください。（11～12月の予定）

●手術で子宮や乳房を摘出した、豊胸手術を受けた、
子宮や乳房の病気で通院中の方は、集団検診は受
けられません。引き続き病院で診療を受けてくだ
さい。

ＡＡグループミーティング

アルコール依存を正しく理解し、互いに話し合うこ
とで断酒継続をしています。
■対象者／アルコール依存やお酒
で体調をこわしている方、家族、
友人

■日時／毎週水・金曜日 午後7時
30分～午後9時

■会場／健康センター

問い合わせ・申し込みは健康センターへ　蕋８３-３６４０

Information 検査・健診



秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■
期
間
／

９
月
21
日
貊
〜
９
月
30
日
豸

■
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
「
夕
暮
れ
は

早
め
の
ラ
イ
ト
と
反
射
材
」

■
運
動
の
重
点
／

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止

④
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

■
交
通
指
導
所
／
９
月
25
日
貂

午
前
10
時
〜
　
両
新
田
地
内

●●
９９
月月
はは
「「
シシ
ーー
トト
ベベ
ルル
トト
着着

用用
」」
強強
調調
月月
間間
でで
すす
！！

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
の

危
険
性
は
、
運
転
席
も
後
部
座

席
も
一
緒
で
す
。
後
部
座
席
は

前
方
の
状
況
が
分
か
ら
ず
、
無

防
備
で
危
険
で
す
。
後
部
座
席

の
人
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
、
車
外
放
出
か
ら
身
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

は
急
ブ
レ
ー
キ
や
衝
突
に
よ
る

衝
撃
を
軽
減
し
ま
す
。
正
し
く

取
り
付
け
、
装
着
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課

蕋
83
・
３
５
０
９

イベント・相談　お知らせ
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職職人人塾塾（（小小千千谷谷ココーースス））がが開開催催さされれまますす

地域経済を支えるものづくり企業（地場産業）の未来を担う
若き職人候補を発掘・育成するため、職人塾（社長の講話・企
業紹介・工場見学など）が開催されます。
■対象者／
30代半ばくらい
までの就職や転
職を希望されて
いる方
■日程／
9月20日貅～
21日貊

■定員／
15名程度（※定
員になり次第締
め切り。）
■申込期限／
9月18日貂まで
に、郵送・ファ
ックス・Ｅメー
ルで申し込みく
ださい。
■受講無料
■研修先／
日本ベアリング譁・魚沼冷蔵譁吉雪・ユキワ精工譁

■申込・問い合わせ／ジョブカフェながおか　職人塾担当
〒940-0062
長岡市大手通2丁目2-6 ながおか市民センター3Ｆ　　　　　　
蕋38‐6181
ファックス38‐6182
URL http://www.niigata-jobcafe.jp/
E-mail yamada@spnet.ne.jp

子どもの人権110番
強化週間
新潟地方法務局と新潟県人権擁護

委員連合会では、9月17日豢から9月
23日豢までを「子どもの人権110番」
強化週間として、法務局職員や人権
擁護委員が子どもの人権に関する電
話相談を受け付けます。
■相談内容／いじめや虐待など広く
子どもの人権に関すること

■電話番号／0120-007-110（全国
共通、フリーダイヤル）

■相談時間／
▽9月17日豢～21日貊：午前8時
30分～午後7時
▽9月22日貍・23日豢：午前10時
～午後5時

■その他／PHS・IP電話からは接続
できません。

■問い合わせ／
市民生活課蕋83-3509

骨骨髄髄ババンンククドドナナーー登登録録
のの休休日日受受付付
おぢや健康福祉まつりの会場で骨

髄バンクドナー登録を受け付けます。
■会場／総合体育館　
■日時／平成19年10月7日豸午前10
時～午後3時　

■登録できる方／18歳～54歳の健康
な方　

■予約・問い合わせ／魚沼地域振興局
健康福祉部地域保健課
蕋025-792-8612（平日：午前8時
30分～午後5時15分）



認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

認
知
症
の
方
を
お
世
話
し
て
い

る
家
族
や
、
認
知
症
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
を
対
象
に
認
知
症
家
族

の
つ
ど
い
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
13
日
貍
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

■
会
場
／
魚
沼
病
院

■
内
容
／
座
談
会
（
同
じ
立
場
の

方
と
の
交
流
が
心
の
ゆ
と
り
を
つ

く
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り

ま
す
。）

■
申
込
不
要
／
直
接
会
場
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
魚
沼
病
院

蕋
83
・
２
８
８
８

お
年
寄
り
の
心
の
相
談
会

物
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
や
る
気
が

出
な
い
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
そ

の
家
族
の
相
談
を
精
神
科
医
師
が

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
11
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
10
月
10

日
貉
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
へ

蕋
83
・
４
０
６
０

Information イベント・相談
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農業体験活動の一環として、稲刈り体験とサツマイモ掘り体験
をご紹介します。
ご家族、ご友人などお誘い合わせのうえ、参加してみてはいか

がでしょうか。

稲稲刈刈りりココーースス
■日時／9月29日貍
午後1時15分　池ヶ原デイホ
ームらくらく（旧池ヶ原保育
園）集合

■体験場所／池ヶ原地内
■参加費／1,500円（稲刈り体
験・コシヒカリ送付代）
※後日、刈り取ったコシヒカリ（1家族2kg）を送付いたします。

ササツツママイイモモ掘掘りりココーースス
■日時／9月30日豸
午前8時55分　市民の家集合

■体験場所／山本山高原リフト降り
場付近

■参加費／1,000円（芋掘り体験・
昼食代）
（掘ったサツマイモはＮＰＯグリーンライフおぢやが用意する袋
に入る分だけお持ち帰りいただけます。）

●問い合わせ・申込／両コースとも、前日までに電話またはファッ
クスで下記へ
ＮＰＯ法人　グリーンライフおぢや
蕋81-7811（山本山高原そば雪蔵の里と共用）
ファックス81-7810

※留守番電話につながる場合は、参加希望コースとお名前、お電
話番号をお伝えください。

秋の農業体験メニュー
第第1133回回池池ヶヶ原原

ククロロススカカンントトリリーー大大会会
池ヶ原クロスカントリー大会が開

催されます。あなたも秋の池ヶ原を
走ってみませんか。

■日時／10月14日豸
▽受付開始：午前8時
▽開会式：午前9時

■会場／旧池ヶ原小学校
■競技種目／全8種目
▽小学校3年生以下（男子・女子）
1ｋｍコース

▽小学校4年生以上（男子・女子）
2ｋｍコース

▽中学・高校・一般（男子・女子）
5ｋｍコース

▽高校・一般（男子・女子）
10ｋｍ山本山山頂コース

■申込／総合体育館などにおいてあ　
る指定の申込書でファックスにて。
〈電話での申込も可。〉
（大会当日の申込受付は行いません）
■申込先／雪蔵の里
ファックス81-7810 蕋81-7811

■申込締切／9月30日豸
■参加費／小・中学生500円、高校
生・一般1,000円（当日受付で徴収）
■問い合わせ／
丸山蕋090-2951-9098
■その他／競技終了後、参加者にはと
ん汁のサービスがあります。
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東小千谷地区の公民館を中心とし
て活動している団体、東小千谷小学
校児童の作品、芸能発表会です。

■開催期日／9月22日貍・23日豸
■時間・会場／
▽芸能発表＝22日：午後6時～、東
小千谷体育センター

▽作品展示＝22日：午後1時～7時、
23日：午前9時～正午、勤労青少
年ホーム

■入場無料
■木津町、 生、横渡、浦柄方面の
無料送迎バスの運行を予定してい
ます。

ボランティアグループによる10
月のおはなし会
■毎週火曜日／午後3時30分～4時
10月2日、9日、16日、23日、30日

■毎月第3日曜日／午後2時～2時
30分　10月21日

■会場／図書館1階おはなしの部屋

イベント　お知らせ

動
物
愛
護
週
間
「
魚
沼
地
区

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

９
月
20
日
〜
26
日
の
動
物
愛
護

週
間
に
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
24
日
豺
午
前
11
時

15
分
〜
午
後
３
時

■
会
場
／
南
魚
沼
市
下
一
日
市

「
南
魚
沼
市
今
泉
博
物
館
前
広
場
」

■
主
な
催
し
物
／

・
動
物
愛
護
功
労
者
等
表
彰

式
・
純
粋
犬
の
紹
介
・
警
察
犬
、

災
害
救
助
犬
の
模
範
演
技
・
ス
ポ

ー
ツ
ド
ッ
グ
紹
介
・
ポ
ニ
ー
の
乗

馬
体
験
・
ト
リ
ミ
ン
グ
教
室
・
動

物
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
／
魚
沼
地
域
振
興

局
健
康
福
祉
部
　
魚
沼
動
物
保
護

管
理
セ
ン
タ
ー
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図書館　蕋82-2724

10月のおはなし会

公民館東小千谷地区蕋82-8510

震災復興明るい東小千谷の集い

金美齢さんの講演会を開催します。
■期日／10月5日貊
■会場／市民会館
■時間／開場：午後6時30分
開演：午後7時

■講師／金美齢さん（JET日本
語学校理事長）

■演題／「生きとし生けるも
のへの応援歌」

■講師紹介／多くの大学で講
師を歴任。早稲田大学では
20年以上英語教育に携わ
る。テレビを始め、新聞・
雑誌など各種メディアにお
いて、家族・子育て・教育・
社会・政治など幅広い分野
にわたって様々な提言を行
っている。
・学校法人柴永国際学園ＪＥＴ日本語学校校長（昭和63年4月
～平成12年3月）

・台湾総統府国策顧問（平成12年5月～18年5月）
■定員／500人
■手話通訳、要約筆記あり
■申込方法／聴講券が必要です。市民会館で直接受け取るか、往
復はがきに「聴講希望」と書いて、〒947-0031小千谷市土川
1-3-3市民会館内「おぢや健康福祉まつり講演会」あてにお送
りください（1人1枚）。返信用には申込者の「郵便番号、住所、
氏名」を必ず記入してください。

■問い合わせ／社会教育課蕋82-9111

おぢや健康福祉まつり
金美齢講演会

市税等の納期限

■10月 1日豺

市・県民税（3期）

国民健康保険税（9月分）

介護保険料（9月分）
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小千谷市役所蕋83・3511豎
http://www.city.ojiya.niigata.jp/

問　題 おぢやまつ
りで「おぢゃれ夢花
火」が打ち上げられ
ました。さて、この
花火で打ち上げられ
た2尺玉は何発だったでしょうか。
（ヒントは3ページに）
①5発　②10発　③15発

応募先 〒947－8501小千谷市役所総務
課広報広聴係あて（住所不要）

締　切 9月25日（当日消印有効）
8月号の答えは、①江戸川区でした。
抽選の結果次の方が当選しました。

俵山ヨシノさん　金箱泰志さん　
広井陽子さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

人口と世帯数（8月31日現在）

男 19,774人 前月比　－  8 出生　  33人

女 20,268人 前月比　－  6 死亡　  41人

合　計 40,042人 前月比　－14 転入　  59人

世帯数 12,351世帯 前月比　－  2 転出　  65人

事故発生状況（8月31日現在）

件　数

死　者

傷　者

消防本部出動状況（8月31日現在）

火　災

救　急

気象データ8月

平均気温

最高気温

最低気温

降水量月計

小千谷地域消防本部速報値

19年8月

36.7℃

　18.0℃

165.0㎜

26.3℃

過去10年の平均

968件 933件

15件 14件

19年8月まで 18年8月まで

141人 164人

1人 1人

113件 124件

33.2℃

　16.0℃

178.6㎜

23.6℃

19年8月まで 18年8月まで

Information お知らせ・募集

11月2日貊～4日豸まで､市民体育館で開催さ
れる市展の作品を募集します。
■応募資格／高校生以上
■出品料／1,000円（部門ごと）
■応募規定／
▽第1部：日本画=20号以上50号以内
▽第2部：水墨画=10号以上50号以内
▽第3部：洋画・版画＝20号以上50号以内
（116.7cm×90.9cm)以内､額装に限る。アク　
リルは可（寸法は内のり)
▽第4部：書道＝全紙1／4つぎ以内､額装・パネル・軸装（86cm×
205cm）以内　アクリルは可 釈文票を添付のこと（寸法は外わく)
▽第5部：写真＝木製パネル表装、額縁とする。パネルのサイズは
A3(29.7cm×42cm)以上73cm×103cm以内　パネル以内写真の　
大きさ自由、いずれのパネルも単写真、組写真ともに可(寸法は外
わく)
▽第6部：彫槊・工芸＝染､織､陶器､七宝焼、つる､漆､革､木､竹､紙
などによる工芸・人形など

■作品／公募展に出品した作品は､出品できません。1部門3点以内。額
装にガラスは使用しないでください。額装・つりひもはしっかりと
してください。

■搬入受付／10月26日貊の午後1時～7時までに、出品申込書に出品料
を添えて､市民体育館へ搬入してください。開催要項と出品申込書・
釈文票は市民会館、勤労青少年ホーム、片貝総合センター、真人・岩
沢・川井・東山の各住民センターにあります。

■審査員／ ●日本画＝笹川英志雄（長岡市）
●水墨画＝千葉玄象（埼玉県朝霞市）
●洋画・版画＝石川吉郎（長岡市）
●書道＝佐藤光堂（新潟市）
●写真＝北井一夫（千葉県船橋市）
●彫塑・工芸＝　井進（上越市）

■表彰／市長賞と新潟日報美術振興賞・奨励賞には賞状と賞牌を､佳作
には賞状を11月3日豢の表彰式で授与します。

第27回小千谷市展作品募集
公民館　蕋82－9111

「
家
庭
犬
の
し
つ
け
教
室
」

■
日
時
／
第
１
日：

10
月
10
日

貉
、
第
２
日：

10
月
17
日
貉
、

第
３
日：

10
月
24
日
貉

い
ず
れ

も
午
後
７
時
〜
９
時

■
会
場
／
市
民
体
育
館

■
定
員
／
20
名
程
度

■
参
加
無
料

■
参
加
条
件
／
①
全
日
程
参
加

で
き
る
方
②
原
則
と
し
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生
後
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年
以
内
の
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③
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成
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度

の
狂
犬
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を
接
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し
て

い
る
こ
と
④
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合
以
上
ワ
ク

チ
ン
を
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こ
と

■
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備
す
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犬
に
合
っ
た

リ
ー
ド
な
ど
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御
で
き
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も
の

（
胴
輪
・
ハ
ー
ネ
ス
は
不
可
）

■
申
込
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限
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月
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日
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小千谷に住んでいると「秋、食欲」とまことに単純な発想ですが、私は、おいし
いご飯が食べられる幸せを、しみじみと感じています。そんな私を知ってか、ある
人から「こんだ、あこへ行って描きなさい。あこの米は、うまいで」の話にのって
描いたのが、このサンクリーン時水近くから山本山方面を眺めての景色です。

取り入れ近い田を前にして、私は景色よりも、米がうまいから描けと言われたの
は、はじめてだなと気がつきましたが、その方の自信の強さに感じて描かされました。

それでも、お米のおいしいところは景色もよいという定義がなりたつかどうか、
また悩まされそうです。

（絵と文は西脇正久さん）

小 千 谷 を 描 く Ｎｏ３２7 取り入れ近い、時水の田で

編
集
後
記

平成19年9月10日発行　№843 編集：小千谷市総務課 蕋0258（83）3506
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20079月

表
　
紙

小
千
谷
の
夏
の
最
後
を
飾
る
お
ぢ

や
ま
つ
り
が
終
了
し
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
祭
の
た
び
に
思
う
の
で
す

が
、「
小
千
谷
に
も
元
気
な
若
者
た

ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ
な
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
若
者
た
ち
の
パ

ワ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
れ
ば
将
来

は
明
る
い
と
感
じ
ま
す
ね
。

今
年
の
夏
は
こ
と
の
ほ
か
暑
い
日

が
続
き
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
間
も
な
く
稲

刈
り
の
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。
お
い

し
い
お
米
が
い
っ
ぱ
い
取
れ
る
と
い

い
で
す
ね
、
西
脇
さ
ん
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています 

８
月
24
日
貊
東
栄
１
丁
目
で
行
わ

れ
た
お
ぢ
や
ま
つ
り
東
広
場
で
は
、

東
大
通
の
傾
斜
を
利
用
し
た
長
さ
30

メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
「
そ
う
め
ん
流

し
」
を
は
じ
め
、
市
民
み
こ
し
や
民

謡
流
し
、
よ
さ
こ
い
や
盆
踊
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
ゲ
ー
ム
広
場
で
は
、

集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
輪
投
げ
や

お
も
ち
ゃ
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
夢

中
に
な
り
、
ま
つ
り
の
夜
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。


